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◎
支
部
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　岩
手
支
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　澤
田

　俊
夫

　電
友
会
に
入
会
し
て
21
年
、
岩
手
支
部
長
・
盛
岡

地
区
会
長
を
仰
せ
つ
か
っ
て
10
年
に
な
り
ま
す
。
先

輩
方
の
情
熱
と
努
力
に
よ
り
作
り
上
げ
て
こ
ら
れ
た

支
部
及
び
地
区
の
舵
取
り
が
出
来
る
か
不
安
で
し
た

が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
様
は
じ
め
電
友
会
本
部
・
地
方

本
部
の
ご
指
導
と
各
地
区
会
員
の
皆
さ
ま
の
協
力
に

よ
り
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
紙
面
を

お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　電
友
会
活
動
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
３
ヶ
年
ほ

ど
全
般
に
わ
た
り
制
限
さ
れ
て
来
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
の
支
部
・
地
区
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
総
会
は
書

面
会
議
、
各
種
会
議
も
書
面
か
リ
モ
ー
ト
、
講
演
会
・

余
技
作
品
展
等
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
、
サ
ー
ク

ル
活
動
も
ほ
ぼ
休
止
状
態
と
な
り
、
加
え
て
会
員
数

は
高
齢
化
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
退
職
者
の
減
に
よ
り
減
少
傾
向

が
続
い
て
い
ま
す
。

　電
友
会
の
通
常
行
事
は
、
支
部
理
事
会
、
盛
岡
地

区
総
会
、
Ｏ
Ｂ
大
学
講
演
会
（
年
２
回
）、
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
交
流
会
、
余
技
作
品
展
、
地
区
対
抗
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
あ
り
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
活
動
は
、

私
も
囲
碁
と
麻
雀
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
、
仲
間
と
楽
し

み
な
が
ら
生
き
甲
斐
づ
く
り
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　定
例
行
事
以
外
で
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
各
地
区

総
会
へ
の
出
席
と
懇
談
、
盛
岡
地
区
物
故
者
の
弔
辞

（
58
名
奉
読
）、
北
四
県
親
善
囲
碁
大
会
（
各
県
８
名

代
表
対
抗
戦
／
15
回
出
場
）、
盛
岡
地
区
Ｏ
Ｂ
バ
ス

旅
行
会
（
四
泊
五
日
／
６
回
参
加
）、
盛
岡
地
域
交

流
セ
ン
タ
で
の
余
技
作
品
展
（
６
回
陶
芸
作
品
出

展
）、
全
国
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
囲
碁
大
会
出
場
、
台

風
10
号
水
害
被
災
者
現
地
見
舞
い
、
気
仙
沼
大
島
震

災
復
興
支
援
下
草
刈
り
参
加
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　会
員
と
し
て
こ
の
時
期
に
こ
れ
ま
で
の
自
ら
の
歩

み
を
振
り
返
り
、
今
後
の
活
動
に
活
か
せ
れ
ば
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
外
出
自
粛
中
は
、

岩
手
の
至
宝
Ｍ
Ｌ
Ｂ
二
刀
流
大
谷
翔
平
選
手
と
菊
池

雄
星
投
手
活
躍
の
テ
レ
ビ
観
戦
、
完
全
試
合
ロ
ッ
テ

佐
々
木
朗
希
投
手
の
更
な
る
記
録
期
待
、
夏
の
甲
子

園
仙
台
育
英
学
園
高
校
が
東
北
勢
初
優
勝
の
快
挙
等

ス
ポ
ー
ツ
の
話
題
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
家
飲
み
の

日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

　未
来
へ
の
期
待
は
、
こ
こ
岩
手
八
幡
平
市
安
比
高

原
に
英
国
名
門
私
立
校
ハ
ロ
ウ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ス
ク
ー
ル
安
比
が
８
月
開
校
と
な
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

が
叫
ば
れ
る
中
、
十
代
の
若
者
を
対
象
に
世
界
の

リ
ー
ダ
ー
を
育
む
教
育
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効

果
も
あ
り
減
少
傾
向
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
一
刻
も
早

く
完
全
収
束
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
と
以
前
の
よ
う
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
電
友
会
活
動

が
再
開
さ
れ
る
こ
と
を
念
願
し
て
お
り
ま
す
。
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◎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
後
援
会
情
報

　日
頃
よ
り
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
東
北
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
後
援
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、「
東
北
マ
ー

ク
ス
（
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）」
へ
対

し
多
く
の
方
か
ら
応
援
い
た
だ
き
、
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
の
後
援
会
募
集
に
つ
い
て
は
、
約
１
５
０
名

の
皆
様
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
は
、
７
月
に
開
催
さ
れ
た

「
全
日
本
ク
ラ
ブ
野
球

選
手
権
東
北
大
会
」
に

お
い
て
、
見
事
優
勝
し
、

東
北
第
一
代
表
と
し
て

２
年
連
続
11
回
目
の
全

4 番で活躍の三浦選手

東北大会で首位打者獲得
キャプテンの久慈選手

選手を鼓舞しながら
チームを引っ張った三瓶選手

国
大
会
へ
出
場
い
た
し
ま
し
た
。
全
国
大
会
の
結
果

に
つ
い
て
は
、
序
盤
は
接
戦
を
繰
り
広
げ
た
も
の
の

初
戦
敗
退
と
な
り
ま
し

た
。
選
手
一
同
は
、
皆

様
の
期
待
に
応
え
ら
れ

な
か
っ
た
悔
し
さ
の
中
、

来
年
度
は
必
ず
勝
て
る

エースとして活躍した李選手

東北大会優勝

チ
ー
ム
を
作
り
上
げ
勝
っ
て
御
礼
を
し
た
い
と
意
気

込
ん
で
お
り
ま
す
。

　バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
は
、８
月
に
行
わ
れ
た「
東

北
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
」
に
お
い
て
、
青
年

男
子
ダ
ブ
ル
ス
優
勝
、
青
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
上
位

独
占
、
混
合
ダ
ブ
ル
ス
優
勝
と
東
北
で
は
敵
な
し
の

強
さ
で
、
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
宮
城
県
代
表
と
し
て
10
月
に
栃
木
県
で
開
催
さ

れ
た
国
民
体
育
大
会
に
も
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。11
月
か
ら
は
、２
年
ぶ
り
に
国
内
ト
ッ
プ
リ
ー

グ
で
あ
る
「
Ｓ
／
Ｊ
リ
ー
グ
」
が
開
幕
し
、
１
月
に

は
「
仙
台
大
会
（
１
月
15
日
カ
メ
イ
ア
リ
ー
ナ
仙
台

澁谷選手

佐伯・淺原選手

鈴木・韮澤選手

日光選手

◆ 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
東
北
だ
よ
り

東北バドミントン選手権で男子シングルス上位独占、混合ダブルス優勝の
バドミントンチーム。全日本総合バドミントン選手権の切符を手にしました
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〈
仙
台
市
体
育
館
〉）」
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
、
会
場
ま
で
お
越
し
い
た
だ
き
、
地
元
仙
台
で

闘
う
選
手
へ
の
熱
い
ご
声
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　今
年
も
昨
年
の
成

績
以
上
の
結
果
を
残

せ
る
よ
う
、
選
手
・

ス
タ
ッ
フ
一
同
、
頑

張
っ
て
参
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
の
ご

支
援
・
ご
声
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

S/J リーグ高岡大会　試合後、観客に挨拶

少数精鋭の
2022 メンバー

◎
令
和
４
年
の
災
害
に
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

東
北
地
方
本
部

　令
和
４
年
も
災
害
の
多
い
年
で
し
た
。
３
月
16
日

深
夜
に
福
島
県
沖
地
震
が
発
生
し
、
震
度
６
強
を
観

測
し
た
の
は
宮
城
県
登
米
市
、
蔵
王
町
、
福
島
県
国

見
町
、
相
馬
市
。
そ
の
ほ
か
震
度
６
弱
～
５
弱
ま
で

は
東
北
６
県
、
茨
城
県
、
栃
木
県
の
各
地
で
観
測
し

ま
し
た
。
津
波
の
心
配
は
な
か
っ
た
も
の
の
深
夜
の

地
震
に
驚
い
て
転
倒
し
た
り
逃
げ
よ
う
と
し
て
窓
か

ら
転
落
し
て
亡
く
な
っ
た
方
、
怪
我
を
さ
れ
た
方
が

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
東
北
自
動
車
道
等
の

高
速
道
路
や
常
磐
線
等
の
鉄
道
も
多
大
な
被
害
が
あ

り
６
月
ま
で
通
行
止
め
に
な
る
区
間
が
あ
り
ま
し
た
。

白
石
城
も
壁
が
崩
れ
、
修
復
作
業
に
８
ヶ
月
を
要
す

る
被
害
で
し
た
。

　７
月
に
な
る
と
日
本
各
地
で
豪
雨
に
よ
る
被
害
が

多
発
し
ま
し
た
。
宮
城
県
を
中
心
と
し
た
河
川
の
氾

濫
や
土
砂
災
害
、
８
月
に
は
北
陸
地
方
か
ら
北
海
道

に
か
け
て
線
状
降
水
帯
が
居
座
り
、
更
に
台
風
８
号

も
発
生
し
山
形
、
秋
田
、
青
森
各
県
の
被
害
は
甚
大

で
し
た
。
こ
う
い
っ
た
豪
雨
に
よ
る
浸
水
で
地
域
に

被
害
が
及
ば
な
い
様
に
「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
を
設
置
し

大
雨
に
な
る
と
一
時
的
に
雨
水
を
田
ん
ぼ
に
た
め
、

下
流
の
地
域
に
流
れ
る
雨
水
を
減
ら
す
装
置
を
つ
け

る
、
と
い
う
地
域
が
出
始
め
て
い
ま
す
。
昔
は
田
ん

ぼ
が
沢
山
あ
り
、
そ
こ
に
雨
水
が
流
れ
込
ん
で
い
ま

し
た
が
、
現
在
の
よ
う
に
宅
地
開
発
や
道
路
の
舗
装

が
進
む
と
雨
水
の
行
き
場
が
な
く
な
り
ま
す
。
田
ん

ぼ
ダ
ム
は
こ
う
い
っ
た
現
状
に
役
立
つ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
宮
城
県
古
川
地
方
の
中
学
生
が
７

月
の
豪
雨
で
自
宅
周
辺
の
浸
水
状
況
を
み
て
家
族
が

ど
う
行
動
し
、
自
分
は
何
を
す
る
べ
き
か
、
今
後
の

対
策
ま
で
を
新
聞
に
投
稿
し
て
い
ま
し
た
。

　①
大
雨
の
中
、
外
に
出
る
の
は
危
険
な
た
め
、
避

　
　難
所
へ
の
出
入
り
は
日
没
前
を
心
掛
け
る
。

　②
車
は
早
め
に
高
い
場
所
へ
移
動
す
る
。
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〈
仙
台
市
体
育
館
〉）」
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予
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で
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台
で

闘
う
選
手
へ
の
熱
い
ご
声
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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績
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少数精鋭の
2022 メンバー
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４
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。
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濫
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台
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。
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が
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　③
地
域
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
て
お
く
。

　④
家
族
み
ん
な
で
声
を
掛
け
合
う
。

　車
の
移
動
に
つ
い
て
は
「
移
動
し
な
い
で
後
悔
す

る
よ
り
移
動
し
て
何
も
な
か
っ
た
方
が
い
い
」
と

い
っ
た
家
族
の
声
を
聞
い
て
高
台
へ
移
し
た
そ
う
で

す
。
ま
さ
に
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
基
本
で
あ
る

〝
悲
観
的
に
準
備
す
る
〟
を
実
践
し
て
い
る
の
で
す
。

そ
れ
で
も
浸
水
の
速
度
が
早
く
、
あ
っ
と
い
う
間
に

自
宅
へ
水
が
流
れ
込
み
驚
い
た
こ
と
等
、
実
際
に
経

験
し
た
人
の
生
の
声
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　10
月
末
宮
城
県
で
東
北
電
力
女
川
原
発
の
事
故
に

備
え
た
避
難
訓
練
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
ス

マ
ホ
を
使
用
し
て
「
原
子
力
災
害
版
避
難
支
援
ア
プ

リ
」
が
実
際
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
ス
マ
ホ
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
読
み
と
り
、
住
所
氏
名
等
を
登
録

し
て
お
く
と
、
災
害
発
生
時
に
避
難
先
が
ス
マ
ホ
に

表
示
さ
れ
ま
す
。
避
難
し
た
ら
そ
の
避
難
所
で
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
れ
ば
受
付
が
完
了
し
、
誰
が
ど
こ

の
避
難
所
に
い
る
の
か
が
わ
か
る
仕
組
み
で
す
。
実

際
に
訓
練
で
使
用
し
て
み
て
ア
プ
リ
利
用
者
の
ほ
う

が
手
続
き
が
早
く
済
み
、
便
利
で
良
い
と
の
評
価
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
た
だ
、
ス
マ
ホ
を
持
た
な
い
人

は
ど
う
す
る
？
災
害
に
直
面
し
た
と
き
に
、
何
回
も

画
面
を
押
す
行
為
は
実
際
に
逃
げ
な
が
ら
で
き
な
い

の
で
は
？
等
、
解
決
す
べ
き
問
題
も
あ
る
よ
う
で
す
。

機
器
に
頼
り
す
ぎ
る
と
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
確
認
し
た

か
ら
大
丈
夫
だ
と
思
っ
た
、
と
い
う
思
い
込
み
で
幼

児
を
車
内
に
置
き
去
り
に
し
た
よ
う
な
こ
と
が
起
こ

る
懸
念
も
あ
り
ま
す
。

　必
要
な
の
は
人
間
力
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
家

族
と
の
繋
が
り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
し
っ
か

り
し
て
い
れ
ば
、
他
の
人
を
気
遣
う
心
を
失
わ
ず
に

い
れ
ば
、
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
ス
マ

ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
機
器
か
ら
ち
ょ
っ
と
離
れ

て
周
り
を
見
渡
せ
ば
、
失
う
こ
と
の
な
か
っ
た
命
が

見
え
た
は
ず
で
す
。
便
利
な
機
器
は
現
代
社
会
に
欠

か
せ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ば
か
り
に
頼
っ
て
人
間
力
を

欠
い
て
し
ま
う
こ
と
の
な
い
よ
う
気
を
付
け
た
い
も

の
で
す
。
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東北地方本部だより

◎
支
部
長
会
議
の
開
催

　令
和
４
年
７
月
21
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
五
橋
ビ
ル
に
お
い

て
３
年
振
り
に
集
合
方
式
で
開
催
し
ま
し
た
。
本
部

理
事
会
・
評
議
員
会
（
書
面
会
議
）
模
様
に
つ
い
て

の
報
告
、
電
友
会
会
報
92
号
の
発
行
に
つ
い
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
賞
の
追
加
推
薦
に
つ
い
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
物
品
支
援
申
請
状
況
に
つ
い
て
、
支

部
へ
の
支
援
に
つ
い
て
審
議
・
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

◎
事
務
局
長
打
合
せ
会
の
開
催

　令
和
４
年
８
月
25
日
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
に
続

い
て
事
務
局
長
打
合
せ
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
支
部

へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
賞
の
追

加
推
薦
に
つ
い
て
の
報
告
、
会
報
93
号
か
ら
の
表
紙

の
テ
ー
マ
設
定
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

◎
文
化
活
動
協
賛
金
運
営
委
員
会

　令
和
４
年
９
月
２
日
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

書
面
会
議
に
て
開
催
し
、
令
和
３
年
度
文
化
活
動
報

告
、
令
和
４
年
度
文
化
活
動
計
画
に
つ
い
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

◎
第
32
回
電
友
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
賞
の
受
賞

　令
和
４
年
11
月
16
日
、
本
部
主
催
の
表
彰
式
が
３

年
振
り
に
「
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京
」
に
お
い
て
行
わ高石本部長、佐藤事務局長と

れ
、
髙
部
会
長
か
ら
受
賞
者
の
皆
様
へ
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　東
北
の
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

　○
奥

　京
子
さ
ん
（
宮
城
支
部
）

　「
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
と
し
た
傾
聴
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
」

　東
日
本
大
震
災
で
は
、
山
元
町
が
大
津
波
の
襲
来

に
よ
り
６
３
３
名
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
被

災
さ
れ
た
方
に
は
誰
か
に
話
を
聴
い
て
欲
し
い
と
い

う
思
い
が
あ
っ
た
の
か
、
辛
か
っ
た
体
験
を
話
さ
れ

た
時
は
「
最
後
ま
で
話
を
聴
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
「
や
ま
も
と
傾
聴

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
」
に
入
会
し
て
10
年
に
亘
り
活

電友会高部会長より表彰状授与
奥京子さん
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で
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あ
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」
と
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。
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東北地方本部だより

◎
恒
例
行
事
の
中
止

　○
全
国
女
性
の
会
（
本
部
主
催
）

　○
震
災
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　・
気
仙
沼
・
大
島
で
の
復
興
支
援
（
持
株
主
催
）

　震
災
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
は

昨
年
度
に
引
き
続
き
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
再
開

さ
れ
ま
し
た
ら
「
チ
ー
ム
Ｎ
Ｔ
Ｔ
」
と
し
て
、
積
極

的
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
物
故
会
員
の
叙
位
・
叙
勲

　次
の
方
々
は
、
生
前
の
ご
功
績
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ご
逝
去
の
日
を
も
っ
て
叙
位
・
叙
勲
の
栄
誉
に

浴
さ
れ
ま
し
た
。

　（
叙
位
・
叙
勲
）

　
　
　（
支
部
名
） （
ご
氏
名
）

　従
六
位
瑞
宝
単
光
章

　宮
城

　森
田

　仲
雄 

様

　従
六
位
瑞
宝
単
光
章

　宮
城

　西
村

　兼
吉 

様

　瑞
宝
単
光
章

　
　
　
　秋
田

　山
田

　秋
作 

様

（
令
和
４
年
４
月
～
令
和
４
年
11
月
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
増
加
が
続
い
て

い
ま
す
が
、
全
国
旅
行
支
援
な
ど
行
動
制
限
が
緩
和

さ
れ
、
電
友
会
の
活
動
も
○
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電友会高部会長より表彰状授与　田代朋子さん
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続
け
、
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間
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べ
２
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災
さ
れ
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心
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り
添
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。
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え
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き
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も
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。
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、
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さ
ん
（
岩
手
支
部
）

　「
遠
野
昔
話
語
り
部
の
活
動
」
に
よ
る
民
族
文
化

の
伝
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と
地
域
貢
献

　平
成
12
年
か
ら
民
俗
学
者
柳
田
邦
男
の
「
遠
野
物

語
」
を
基
本
に
、
遠
野
地
方
に
ま
つ
わ
る
民
話
を
語

り
継
ぎ
、
聞
か
せ
る
活
動
に
有
志
14
名
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　小
学
校
等
を
訪

問
し
、「
語
り
部

の
活
動
」
に
よ
る

児
童
等
の
健
全
育

成
や
民
族
文
化
の

伝
承
。
老
人
介
護

施
設
等
へ
の
出
前

東日本大震災被災者への傾聴活動を
通じた社会福祉への貢献

田代朋子さん・菊池貞子さん・
高橋ノブさん　民話の語り部としての

教育・文化の振興への貢献
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ホ
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ム
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ジ
を
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い
て
く
だ
さ
い
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が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
展
さ
れ
た
全
作
品
や
会
場

の
模
様
な
ど
の
写
真
を
宮
城
支
部
、
五
ッ
橋
ク
ラ
ブ

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

・
福
島
で
は
サ
ー
ク
ル
代
表
者
会
議
を
開
催
し
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
今
後
の
課
題
と
活
性
化
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
な
ど
屋
外
の
活
動

は
活
発
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

・
岩
手
で
は
各
種
行
事
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
す
が
、３
年
振
り
に
集
合
で
の
支
部
理
事
会（
総

会
）
や
Ｏ
Ｂ
大
学
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル

活
動
も
徐
々
に
再
開
し
て
い
ま
す
。

　

・
青
森
で
は
３
年
振
り
の
夏
祭
り
で
各
地
が
盛
り
上

が
っ
た
様
子
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

・
山
形
で
は
感
染
予
防
対
策
を
行
い
、
支
部
理
事
会

を
対
面
で
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流

な
ど
屋
外
の
活
動
が
活
発
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

・
秋
田
で
も
感
染
予
防
に
工
夫
を
し
て
、
支
部
定
期

総
会
を
集
合
で
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
３
年
振
り

に
開
催
さ
れ
た
秋
田
竿
灯
ま
つ
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
も
取
り
組
ん
で

お
り
完
成
が
楽
し
み
で
す
。

・
電
友
会
情
報
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
共
有
を
図
る
う
え

で
、
各
支
部
で
も
環
境
整
備
を
行
い
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
現
行
化
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
お
知
ら
せ
や
、
行
事
予
定
、
サ
ー
ク
ル
や
文
化

活
動
の
紹
介
の
場
と
し
て
積
極
的
に
活
用
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
時
々
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
覗
い
て
み
て
下

さ
い
。
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